
　かつては「思案橋」と呼ばれていた大手橋は、大阪城の大
手門から通じる道筋に位置するが、この橋を渡ると直進はで
きない。そのため左右どちらに行くか迷うことから思案橋とい
われるようになったとか、豊臣秀吉が五奉行の一人、増田長
盛に橋の名前を付けるよう命じたが、なかなか決まらず思案
したために思案橋になったともいわれているが、豊臣時代に
橋が架けられたという確証はない。しかし、江戸時代初めに
は確実に架けられていた。
　ちなみに、橋の西側を直進できないようにしたのは、軍事上
の配慮があったのではないかという説がある。

　この道筋を大手通というようになったのは、明治5（1878）年以降のこと。また、橋の名前が大手
橋になったのは大正時代になってから。
　現在の橋は、第一次都市化計画事業に基づいて、大正
15（1926）年に三径間鉄筋コンクリートのアーチ橋に架け換
えられたもの。
 東横堀川に架かる橋は、鋼鉄製の橋とコンクリート製の橋
がほぼ交互に並んでいる。これは偶然ではなく意図がある
はず。また、デザインもそれぞれに独特の雰囲気がある。

大　手　橋〈東横堀川〉おおてばし●Ote-bashi

　現役の橋としては大阪市内最古の本町橋。歴史あるこの
橋は、豊臣秀吉が大坂城築城に際し、外堀の東横堀川を
開削したのと同時期頃に架けられたと考えられており、戦略
上においても重要な橋だったようだ。
　江戸幕府が豊臣家を滅ぼした戦い「大坂の陣」でも争奪
戦の場になったといわれている。ちなみに、慶長20（1615）年
「大坂夏の陣」でついに落城することとなった。
　江戸時代には、公儀橋の一つとして幕府が直轄管理して
いた。また、大阪城の三の丸が市街地となり、橋の東側は石
畳が敷かれ荷揚場になるなど商業地として発展した。享保9
（1724）年以降、橋詰の北東側（現在のマイドームおおさか
辺り）に西町奉行所が設けられ、行政の中心地ともなった。
　現在の橋は、大正2（1913）年、本町通が市電第三期線
事業で拡幅された時に架け換えられたもので、鋼アーチで
石造りの橋脚はルネサンス風の重厚感ある橋となった。その
後、昭和57（1982）年に大規模な補修が行われた。昨年から
は歴史ある橋や川という資源を活かすため、区役所と住民
の協働で橋の清掃（橋洗い）を行っている。

本　町　橋〈東横堀川〉ほんまちばし●Hommachi-bashi
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